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行 動 地 図
2024年度　韓国青年日本招へい

広島県プログラム
11月３日～６日

東京プログラム
11月１日～３日

（日韓青年親善交流のつどい）

新幹線

移動方法 バス

徳島県プログラム
11月６日～９日
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滞在都市月日 時間 行動日程
東京（羽田）着（OZ1085）
昼食
オリエンテーション
・歓迎挨拶
・事業概要説明
・全体日程及び注意事項説明
・質疑応答
由布和嘉子内閣府青年国際交流担当室長表敬訪問
在京大韓民国大使館表敬訪問
・大使館歴史室（東鳴室）見学
・大使公邸庭園見学
・リュウ・ドンヒョン参事官講話
由布和嘉子内閣府青年国際交流担当室長主催歓迎会
・由布和嘉子内閣府青年国際交流担当室長挨拶
・キム・ギョンファン韓国青年代表団団長挨拶
・パク・ジョンヒョン韓国青年代表団青年代表挨拶
・記念撮影
・乾杯
・歓談

日本青年オリエンテーション
開会式・合同オリエンテーション
アイスブレイク「BINGOの真ん中でマンナルカ？」
文化体験企画「思い出の真ん中でマンナルカ？」
昼食
ディスカッション「日韓、議論の真ん中でマンナルカ？」

【ディスカッションテーマ】
①地域間格差
②高齢化社会
③AI
④青年の消費習慣
⑤青年の孤立
夕食懇談会
文化交流の夕べ「青春の真ん中でマンナルカ？」
ディスカッション成果発表準備
昼食
ディスカッション成果発表
振返り・閉会式
東京駅着
東京駅発（のぞみ77号）

広島駅着

11月１日
（金）

11月２日
（土）

11月３日
（日）

1

2

3

10:30
12:45-13:45
14:30-15:20

15:20-15:40
16:20-17:45

18:30-20:30

09:30-10:00
10:00-10:30
10:30-11:15
11:25-12:45
12:45-14:00
14:00-18:00

18:30-20:00
20:30-21:30
10:30-11:30
11:30-12:30
12:30-14:00
14:00-14:30
15:10
15:48

19:46
《広島県プログラム》

《日韓青年親善交流のつどい》

行 動 記 録
2024年度　韓国青年日本招へい

東京

広島



第４章　韓国青年日本招へい

66

滞在都市月日 時間 行動日程
広島平和記念資料館見学
平和記念公園散策
・原爆死没者慰霊碑（献花）
・韓国人原爆犠牲者慰霊碑（献花）
・原爆の子の像
・広島市平和記念公園レストハウス
・原爆ドーム
感想シェア
歓迎会
・中村好宏広島県環境県民局県民活動課長挨拶
・キム・ソンミン韓国青年代表団青年副代表挨拶
・乾杯
・地元青年によるパフォーマンス
・韓国青年によるパフォーマンス
・歓談
・記念撮影
・河本真代広島県青年国際交流機構会長挨拶
エディオンピースウイング広島スタジアムツアー
自由時間
夕食交流会
宮島散策
・厳島神社拝観
・表参道商店街自由散策
廿日市市立宮島小学校・宮島中学校（宮島学園）訪問
・学校説明
・中学３年生との交流
・昼食
山根健嗣広島県副知事表敬訪問
自由時間
夕食（お好み焼き作り体験）
地元青年とのディスカッション
・アイスブレイク
・ディスカッション
・ディスカッション内容発表
昼食
広島発

徳島着

夕食

11月４日
（月・祝）

11月5日
（火）

11月6日
（水）

4

5

6

09:30-10:30
10:30-11:30

12:00-12:45
13:00-15:00

15:00-17:00
17:00-18:00
19:00-20:30
09:30-11:00

11:10-13:15

15:00-15:30
16:00-17:40
18:00-19:30
09:15-11:45

12:00-12:40
13:00

18:00
19:00-20:15

《徳島県プログラム》

広島

徳島
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滞在都市月日 時間 行動日程
四国大学訪問
・藍染体験
・昼食交流会
・授業参加「キャリア形成実践」
・書道体験
歓迎会
・原田敬弘徳島県こども未来部青少年・こども家庭課長あいさつ
・イ・ソヨン韓国青年代表団青年副代表あいさつ
・乾杯
・ホストファミリー対面式
・歓談
・韓国青年パフォーマンス
・地元青年パフォーマンス
・記念撮影
徳島県概要説明
後藤田正純徳島県知事表敬訪問
昼食
阿波十郎兵衛屋敷訪問
・人形浄瑠璃鑑賞
・施設見学
阿波おどり会館訪問
・阿波おどりミュージアム見学
ホームステイマッチング
ホームステイ
ホームステイから帰着
お別れセレモニー
徳島発
関西国際空港着
大阪（関西国際空港）発（OZ113）

11月７日
（木）

11月８日
（金）

11月９日
（土）

7

8

9

10:00-16:30

18:00-21:00

09:45-10:45
11:00-12:00
12:30-13:30
14:00-15:15

15:30-17:00

17:30-18:00

10:00
10:15-10:40
11:00
14:00
17:00

徳島

大阪



第４章　韓国青年日本招へい

68

東京プログラム（11月１日）

　内閣府は、2024年11月１日から９日までの９日間、韓国青年代表団を日本に招へいした。
代表団は、韓国青少年活動振興院政策企画理事のキム・ギョンファン団長を始め、副団長、通訳及び団員の合計25名で構成
された。
　韓国青年代表団の各地における活動の概要は、以下のとおりである。

　11月１日10時30分、韓国青年代表団は東京国際空港
（羽田空港）に到着し、内閣府において事業概要や滞在日
程等事業全般についてのオリエンテーションを受けた後、由
布和嘉子内閣府青年国際交流担当室長を表敬訪問した。
　その後、在京大韓民国大使館を表敬訪問し、大使館歴史
室（東鳴室）の案内、リュウ・ドンヒョン参事官による日韓協力
の重要性についての講話を受けた。大使館の役割や両国の
歴史、立場の違い等について学ぶ貴重な機会となった。
　18時30分からは、都市センターホテルにて、由布和嘉子
内閣府青年国際交流担当室長主催の歓迎会が開催され

た。歓迎会には内閣府幹部や在京大韓民国大使館関係者、
2024年度日本青年韓国派遣団等が参加し、韓国青年は文
化紹介としてダンスや歌等を披露するなど、盛況であった。
韓国青年からは大使館表敬訪問について「大使館はとても
遠い存在として考えていたが、訪問して少し親近感を覚えた」
「日本と今後どのような交流をしていくべきか、その方向性
について学び、そして日本と友好的な関係を築いていくため
に私たち青年が何を準備しなければならないか分かった」
等の感想があった。

韓国青年が由布室長に質問をする
（内閣府表敬訪問）

大使公邸庭園で記念撮影をする
（在京大韓民国大使館表敬訪問）

大使館歴史室を見学する
（在京大韓民国大使館表敬訪問）

2024年度日本青年韓国派遣団の青年と談笑する
（歓迎会）

事 業 報 告
2024年度　韓国青年日本招へい
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日 韓 青 年 親 善 交 流 の つ ど い
（11月２日～３日）

　日韓青年親善交流のつどいは、日本・韓国青年親善交流事業韓国青年日本招へいで来日した韓国青年代表団と、内閣府
青年国際交流事業既参加青年及び一般参加青年からなる日本参加青年が一堂に会し、研修施設で生活を共にする合宿型
のディスカッションプログラムである。

概　要
　（１）事業名	 　　2024年度日韓青年親善交流のつどい
　（２）主催	 　　内閣府
　（３）開催期間	 　　2024年11月２日（土）～ ３日（日）１泊２日
　（４）開催場所	 　　都市センターホテル（東京都千代田区）
　（５）参加青年　　   韓国青年代表団　    25名（団長、副団長、通訳を含む）
　　　　　　　    　  日本参加青年　　　 19名
　　　　　　　　      実行委員　　    　　 ６名

　11月２日から３日まで、都市センターホテルで日韓青年
親善交流のつどいを開催し、韓国青年代表団、内閣府青年
国際交流事業既参加青年及び一般参加青年からなる日
本青年並びに日韓青年親善交流のつどい実行委員の約
60名が出席した。
　プログラムの企画に当たって、実行委員６名は８月下旬か
ら準備を開始し、実行委員会に加えて、係別ミーティング等を
精力的に行い、総合テーマと各プログラム内容を検討した。
　その結果、今年度の総合テーマは「真ん中でマンナル
カ」と決定した。「マンナルカ」とは「会おうか」という意味の
韓国語である。日韓青年親善交流のつどいを参加者の「真
ん中」と位置づけ、この「真ん中」での出会いが未来につな
がっていってほしいという思いを込めたものである。
　また、プログラムは、グループ別ディスカッションや日韓
文化交流の夕べ、文化体験企画等で構成した。
　ディスカッションでは、韓国側から提示された「地域間格

差」、「高齢化社会」、「AI」、「青年の消費習慣」、「青年の孤
立」の五つのテーマで討論した。青年たちはテーマ別に五
つのグループに分かれ、各テーマについて両国の現状や
問題点、解決方法等について意見交換を行い、有意義な
時間を過ごした。
　日韓文化交流の夕べでは、韓国青年による文化紹介、日
本青年によるファッションショーやパフォーマンスが行わ
れ、互いの文化に触れる機会になった。
　文化体験企画では、小学生の頃の思い出というテーマ
の下、両国青年が小学生当時に流行した遊び等を体験で
きる四つのブースを設置した。幼少期に親しんだ遊び等を
紹介し合い、共に体験することを通じて交流を深めるととも
に、互いの幼少期を追体験する機会となった。
　日韓両国の青年たちはこのような様々な活動を通じて
互いに友好と理解を深め、２日間のプログラムを成功裏に
終えた。 

約60名の日韓青年が一堂に会し、交流プログラムを行う
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11月２日
（土）

11月３日
（日）

09:30-10:00
10:00-10:30
10:30-11:15
11:25-12:45
12:45-14:00
14:00-18:00

18:30-20:00
20:30-21:30

10:30-11:30
11:30-12:30
12:30-14:00
14:00-14:30

日本青年オリエンテーション
開会式・合同オリエンテーション
アイスブレイク「BINGOの真ん中でマンナルカ？」
文化体験企画「思い出の真ん中でマンナルカ？」
昼食
ディスカッション「日韓、議論の真ん中でマンナルカ？」

【ディスカッションテーマ】
①地域間格差
②高齢化社会
③AI
④青年の消費習慣
⑤青年の孤立
夕食懇談会
文化交流の夕べ「青春の真ん中でマンナルカ？」

ディスカッション成果発表準備
昼食
ディスカッション成果発表
振返り・閉会式

プログラム内容

プログラム詳細

● アイスブレイク
　「BINGOの真ん中でマンナルカ？」をテーマに、初め
て顔を合わせる両国青年が早く打ち解けられるよう、共
通点探しビンゴを行った。ビンゴ用紙には誕生月や好き
な色等の16の質問が記載され、互いの国の青年に質問を
投げかけて自分の答えと同じ回答を得られたら名前を書
いてもらうというルールであった。互いの言語ができな
い青年同士が共通点を探すために、身振り手振りを交え
てコミュニケーションを取ろうとすることで、緊張が和
らぎ、打ち解けていく様子がうかがえた。

● 文化体験企画
　「思い出の真ん中でマンナルカ？」をテーマに、両国
青年が小学生の頃に流行した遊び等を体験できる四つの
ブースを設けた。
　タブレットPCを使ったプリントシール機の疑似体験、
プラスチック板に絵を書いてオーブントースターで焼き
しめるキーホルダー作り等、当時を回顧しながら両国青
年が一緒に遊ぶことで、交流を深めるとともに、共通点
や相違点を知る機会となった。
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● ディスカッション
「地域間格差」「高齢化社会」「AI」「青年の消費習
慣」「青年の孤立」の五つのテーマでディスカッション
を行った。
　青年たちはテーマ毎に五つのグループに分かれ、自国
の現状や問題点を紹介するとともに、共通点や差異を見
出しながら、課題の解決方法や望ましい方向性等につい
て積極的に意見交換した。ディスカッション結果につい
ては各グループで模造紙を用いて成果発表を行い、質疑
応答を行うことでテーマに関する理解を更に深めた。

【ディスカッションテーマ】
《地域間格差》

都市への人口集中による地域間格差
①農村人口減少による問題と解決案
②都市人口密集による問題と解決案 

《高齢化社会》
高齢化による社会問題と対処方法
①高齢者の貧困問題の解決案
②青年の負担を軽減する方法 

《AI》
AI技術の発達による問題と解決案
①正しい情報を習得するために社会はどういう支援をす
　べきか
②AI技術発達の長所と短所 

《青年の消費習慣》
日韓青年の消費文化の違い及び経済に及ぼす影響
①過度な消費と「非消費」（過度に支出を制限すること）の
　背景
②これらによって生じる問題と正しい消費とは何かについて 

《青年の孤立》
孤立・「引きこもり」青年が増える理由と解決案 

【ディスカッション成果】
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● 日韓文化交流の夕べ
　日韓両国の青年たちが、自国の文化を紹介し合った。
　韓国青年は、韓国の流行に関するプレゼンテーショ
ン、歌唱パフォーマンス、ダンスパフォーマンス、テ
コン舞（テコンドーとエアロビクスを組み合わせたパ
フォーマンス）を披露した。
　日本青年は、学生時代の制服や空手の道着、浴衣等の
衣装を着用して、空手の型や伝統舞踊、ダンスパフォー
マンス等を披露した。また、書道が得意な日本青年が毛
筆の色紙を韓国青年にプレゼントし、大きなサプライズ
ギフトとなった。
　最後には、近年誕生したアニソン盆踊りを全員で踊
り、日本のサブカルチャーにも触れる時間となった。
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日 韓 青 年 親 善 交 流 の つ ど い 感 想 文

　勇気を出して応募したつどいはあっという間に終わっ
てしまった。高校生のときに家族で行った韓国旅行が楽
しく刺激的だったため、それ以降韓国自体に興味を持っ
ていた。しかし、韓国について勉強をするにしても最初
の一歩を踏み出せずにいたため、漠然とした憧れや興味
だけで終わってしまっていた自分を変えたいという思い
から応募を決意した。
　あっという間につどい当日を迎えた。日本青年とも対
面で会うのは初めてだったが、親しみやすそうで安心
した。そして、いよいよ韓国青年たちが部屋に入ってき
た。韓国青年と交流するのは初めてだったため、正直
緊張していた。しかし、自己紹介ビンゴと文化体験企画
の時間であっという間に距離を縮めることができた。ま
ず、韓国青年たちは想像よりはるかに日本語を話すこと
ができ、日本の文化に興味を持っていた。韓国語が話せ
ない私にとって韓国青年が日本語で話してくれることは
正直助かったが、それでは参加した意味がないと思い、
知っているわずかな韓国語を駆使してたくさん質問をし
た。ここで、相手の国の言語で話すことで一気に距離が
縮まること、そしてそれが相手へのリスペクトにもつな
がることを学んだ。
　ディスカッションでも、韓国青年の熱心さに触発され
ることが多かった。互いが調べたことを発表するときに
は、隣国にもかかわらず文化や傾向が違うことを強く実
感した。個人的には、韓国側通訳と同じかそれ以上に日
本語が堪能な韓国青年がいたことに衝撃を受けた。彼は
大学で日本語を専攻しており、私の拙い日本語を即座に
韓国語に訳してくれた。全員がそれぞれの意見を持ちつ
つ、一つの紙にまとめていく作業でまた一段と親密にな
れたと感じ、この場面でもコミュニケーションの大切さ
を肌で感じた。
　個人的に一番思い出に残っているのは、両国の文化
を披露する時間である。私は書道担当で、好きな言葉
を色紙に書いて韓国青年にプレゼントをしたところ、喜
んでもらうことができ本当に嬉しかった。個人的に仲良
くなった青年には、私の中で特別な一枚をプレゼントし
た。韓国青年のダンスや歌などのパフォーマンスも新鮮
かつ楽しいものばかりで、あっという間の時間だった。
　今回つどいを通して、まずは韓国青年とのつながりを
持てたことがとても嬉しかった。生まれ育った国が違っ
ても、コスメやお菓子など共通のことで話が盛り上がっ
たこともあり、自分の中での外国人に対する心理的距離

が大きく縮まった２日間になった。実際、つどい終了後
も韓国人青年数人と連絡を取っており、今日も韓国語を
教えてもらった。そして、勇気を出して一歩踏み出せば
一生の思い出とも言えるほどの素敵な経験ができること
を学んだ。
　この経験をいかして、春休みに韓国留学に挑戦するこ
とを決めた。そして、来年以降はできることならば実行
委員としてこの事業を一層盛り上げることができればと
考えている。
　最後に、この事業に関わってくださった皆様に心より
感謝したい。どの企画も素敵で至るところに皆さまの温
かさと工夫を感じることができ、全員が有意義な時間を
過ごすことができたと確信している。次回以降は運営側
として日韓両国の親善に尽力することができればと強く
願っている。

日韓青年親善交流のつどいを通して
日本参加青年　飯田　萌菜実
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　韓国語能力「ゼロ」の私でも「真ん中でマンナルカ」
のテーマの下で、英語でコミュニケーションを取った
り、実行委員や通訳を始めとする周りの参加者に助けら
れたりしながら、日韓親善交流の真ん中で活動できた２
日間となった。島国である日本に住んでいると韓国は近
いようで遠い存在に感じていたが、つどいの２日間を通
して、韓国青年と両国の社会問題に対して議論を交わし
たり、文化交流を図ったりする中で、近い存在に感じら
れるようになったとともに、近い将来、韓国を訪問し、
自分の肌で確かめたいと思った。
　つどいの醍醐味でもあったディスカッションでは、私
は「地域間格差：都市への人口集中による地域の差」の
グループのメンバーとして積極的に議論を行った。日韓
の共通点として農村部の高齢化による農林水産業人口の
減少と都市部への人口集中が挙げられたが、その実態は
日本と韓国で相違もあると感じた。特に印象的だったの
は、韓国では若者の多くが「地方に居住することは自分
の価値を下げるようなことを意味する」と認識し、都市
（ソウル）への憧れを抱いているという点である。韓国

　日韓青年親善交流のつどいでの経験を振り返ると、私
の人生でこれほど「国際関係の基礎は、国民間の交流に
ある」と実感させられた出来事はなかったと感じる。
　私は工学部の学生であるため、これほどの規模の日
韓両国の青年の交流は初めてだった。そのこともあって
か、つどいの前日は期待が大いに高まりつつも、初めて
の経験に対する不安も増した。
　つどい初日、私たち参加者は一堂に会した。私がまず
驚いたことは、他の日本青年の経験や、語学力、視野の
広さである。また、韓国青年の中に日本語が流暢に話せ
る方が多かったことも驚きであった。加えて日韓両国の
青年に、私のように工学部に在籍していながらも国際交
流に関心のある人が数人いて、普段は得られない刺激が
得られた。そして、その仲間たちとのアイスブレイクや
互いが小学生のときに両国で流行した遊びを通して交流
することができ、双方の距離が一気に縮まった。
　１日目の晩に行われた「文化交流の夕べ」では、両国
青年が観光地紹介、伝統文化披露、またK-POP、J-POP
のダンスや歌唱パフォーマンスの披露をした。現在は

での都市は、ソウル一択であり、ソウルへの一極集中が
大きな課題として挙げられていた。この点から日本を俯
瞰すると、日本各地に地方都市は存在し、それぞれの地
域の良さを出しながら、発展している点は誇れる点だと
考えられる。また、日韓双方において農村部では労働力
不足によって公共サービスの維持が困難となっているこ
とが課題としてあり、AI（人工知能）や科学技術を活用
しながら、対策を行うことの重要性も確認された。短い
時間ではあったが、ディスカッションを通して今後の将
来を担う私たち青年が、母国において直面する様々な社
会問題にもっと目を向け、解決に向けた糸口を見いだす
必要があると感じた。
　最後に、本事業を主催した内閣府青年国際交流担当
室、運営を担当した一般財団法人青少年国際交流推進
センター、交流の企画・運営を行った実行委員会、そし
て、共に議論を交わし、交流を深めた日韓の参加者の皆
さんに感謝したい。今回の出会いを大切に、また日本、
そして韓国で再会できる日を楽しみにしている。

それらがインターネットで簡単にみられる時代ではある
が、実際に生で見て改めて素晴らしい文化が両国にある
と実感した。私は、特にテコンドーの型が気に入り、パ
フォーマンスした韓国青年と最後に一緒に写真を撮らせ
てもらった。
　つどいの２日間を通して目玉だったのは、何といって
もディスカッションであろう。このディスカッションを
通して、私たちは日韓両国が抱える社会問題に対し、両
国の青年の視点から率直で実のある議論ができた。私の
グループのテーマは都市の人口集中と農村の人口減少で
あったが、両国に共通してこの問題は深刻化しており、
現在置かれている状況を再認識させられた。議論の最中
には、この問題に少子高齢化が密接に関わっているので
はないかという意見も出され、この点でも日韓が抱える
社会的問題は大変似ていると感じた。そのような問題に
ついて私たちは、日本青年のアプローチ、韓国青年のア
プローチをまとめ上げて発表した。私自身も普段はじっ
くりと考えることのない過密や過疎の問題について、深
く考え、様々な視点から解決策を考えることで幅広い視

日韓の青年が活躍できる未来に向けて
日本参加青年　佐藤　佑樹

「つどい」を通して実感した国民交流の重要性と将来の展望
日本参加青年　布川　太志
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　日韓青年親善交流のつどいでは相互理解を進めるとと
もに、日韓の青年が楽しんで交流するという貴重な経験
をすることができました。
　メインイベントのディスカッションで私は「青年の孤
立・引きこもり」について話し合いました。特に印象に
残っているのは、日本と韓国では孤立・引きこもりに対
する概念が異なるという点です。この概念の異なりによ
り、孤立や引きこもりが起きる原因や支援制度にも違い
が見られました。このような現状を共有し、違いが多い
中で共通点を探すことで、相互理解を深めることができ
たと思います。また、他のグループのディスカッション
内容をまとめたポスターを見て、質問を書いた付箋を
貼るなどして意見を共有することができました。自分が
貼った質問が二度も発表の質疑応答時に取り上げられた
ことで、疑問に感じていたことが深く掘り下げられ、よ
り学びのある時間となりました。
　文化紹介の時間に、私は地元の民謡の踊りを披露し
ました。私にとっては子供の頃から慣れ親しんできたも
のであるため、特別に感じたことはなく、皆に喜んでも
らえるものか不安もありました。しかし日本青年も韓国
青年も、話したことのある人もない人も、皆が一緒に盛
り上げてくださり、温かく思いやりに満ちた時間に感じ
ました。そして、このような雰囲気は特定の時間や参加

点からディスカッションに取り組むことができた。
　大きな期待とそれと同じくらいの「緊張」から始まっ
たつどいだったが、最終日の別れのときには、何年もの
間知り合いであったかのように最後の交流、別れの言葉
を述べ、見送った。私は、つどいを通して、改めて対面
での国際交流の重要性に気付かされた。２日間を経て、
私は今まで韓国に行ったことはないものの、日本と韓国
の心理的な距離がぐっと近付いた。おそらく韓国青年も
日本に対して同様の感情を抱いているだろう。

者に限ったものではなく、２日間の日程全体を通して感
じられました。最初のアイスブレイクの時間から、目が
合った人同士で自然に笑顔を交わし、積極的に話しかけ
て質問し合いました。「相手を知りたい」「仲良くなり
たい」という気持ちが最初から最後まで感じられ、非常
に良い交流の機会だったと思います。
　また、今回の交流を通して、語学力が交流の大きな
障害にならないことを実感しました。私は韓国語を少し
だけ話せたので韓国語を使う場面もありましたが、逆に
韓国青年が日本語を使って話してくれることもありまし
た。さらに、共通言語である英語や翻訳アプリを使って
会話する場面も多く見られました。このように互いの言
語が分からなくても活発に交流している方が多く、仲良
くなりたい気持ちが最も重要であり、気持ちさえあれば
十分に交流を深めることができると感じました。
　２日間という短い時間の中で、上手くいったこともあ
れば、もっとこうすれば良かったと感じたこともありま
す。この経験を一つの思い出としてただ残すのではな
く、話し合ったことや体験したことをさらに深堀して考
えたり、新しい交流の場面にいかしたりすることで、一
度きりではない持続的な国際交流を実現していきたいと
強く感じました。

　私は将来的なビジョンの一つとして、工学の分野で日
韓が協力できる事業を立ち上げたいと考えている。どの
ような技術で、どのくらいの規模感で、という具体的な
ことは全く決まっていないが、今回の交流で得られた人
と人とのつながりを大切に、将来へといかしていきたい
と感じた。また、常に幅広い視野を持ち、国際的な課題
や日本が抱える課題について、多様なアプローチをとっ
て対処していける人材になりたいと思う。

つどいを終えて
日本参加青年　吉﨑　真央
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日 韓 青 年 親 善 交 流 の つ ど い 　 参 加 青 年 の 声

通訳を介して韓国青年とディスカッションするのは初め
ての経験で、国内では論点にすらならないような社会構
造やそのシステムが異なることを認識させられ、はっと
させられた。

文化体験企画を通じて知らなかった韓国文化を学べたと
同時に、親睦がより深まった。

日韓文化交流の夕べのために両国の青年が準備したス
テージは全て素晴らしく、全員が笑顔で楽しめた時間
だった。

ディスカッションが２日間のつどいの中で、最も長い時
間を掛けて取り組んだ活動であり、日韓の社会問題につ
いて理解し、議論を通して解決策を考えるなど、非常に
学びの多い時間となった。特に、韓国における都市部へ
の人口集中問題は、ソウルへの一極集中を意味している
ことが最も印象的であり、その状況を自分の目で確かめ
てみたいと思った。

韓国青年が披露してくれたK-POPパフォーマンスが特に
印象に残っている。両国青年が準備にしっかりと取り組
んで素晴らしいパフォーマンスを披露したことで、文化
の違いや互いの魅力をより深く感じられる貴重な時間に
なった。

これまでに参加したプログラムと比べ、互いのことを話
したりできる時間が長く、とても楽しみながら交流する
ことができた。

文化体験企画で一緒に様々な経験をすることによって言
葉の壁を越えたつながりをつくることができた。

非常に楽しい２日間であったと思う。言語に限らず、
育ってきた環境などの国籍だけでは言い尽くせない様々
な差異があることに気付き、相手の表情なども見ながら
真剣に聞くことやしっかりと伝わるように話すことを意
識するようになった。
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ディスカッションは大変であったが、異文化や価値観の
違いを知ることもでき、とても有意義な時間であった。

自分自身が体験したことのないプログラムが多数あり、
新たな発見があって楽しかった。

韓国青年とも最初は互いに緊張していたが、プログラム
を通じてフレンドリーに話をできるようになった。

２日間という短い期間であったが、つどい実行委員を始
めとする皆さんのお陰で大変有意義な時間を過ごすこと
ができた。

つどい全体を通して、日韓の文化や考え方の違いを学び
ながら交流できたことは非常に貴重な経験であった。

最近参加したイベントの中でピカイチに楽しく、学びの
多い体験であった。企画・運営の皆さんの腕が光るプロ
グラムであった。

文化体験企画や文化交流の夕べを通して楽しい時間を共
有し、互いが小さい頃にした遊びを一緒にしてより親密
になれた。

これからの両国を担っていく世代として今後も友好な関
係を維持し、互いの国を訪問して遊んだり、食事したり
したい。さらには一緒に仕事をすることができたら最高
ではないかと思う。
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ディスカッションで韓国青年と様々な話をして韓国の状
況を理解したつもりになっているが、自分自身が韓国に
行って肌で確かめてみたいと思うようになった。もう少
し時間に余裕があれば、さらに深い議論を行ったり、他
のディスカッショングループの青年たちとも交流を深め
たりすることができたのではないかと思い、少し残念に
も感じている。２日間は本当にあっという間の時間だっ
たと思う。

短い時間ではあったが、韓国について知ることができて
良い機会になった。韓国への興味関心の有無に関わらず
楽しめるようなプログラムであった。

私は韓国語が全くできないため、つどいの時間を楽しめ
るか不安であったが、英語でコミュニケーションを取っ
たり、日本語を話せる韓国青年が比較的多くいたり、通
訳の方に助けられたりと、意思疎通を不自由なく図るこ
とができ、楽しい時間になった。

またこのような交流イベントがあれば参加したい。

互いの文化を教え合うことができ、貴重な経験の一つに
なった！

様々な企画を考えてくださりありがとうございました！
どの企画も親睦を深めるきっかけになるもので、韓国青
年だけでなく日本青年同士でも仲を深めることができ
た！

最高の２日間でした！

今後このような交流イベントがあった際には、運営側で
ぜひ参加したい。



第４章　韓国青年日本招へい

79

地元実行委員から原子爆弾の被害について説明を受ける
（平和記念公園）

地元青年と共にお好み焼き作りを体験する
（お好み焼き作り体験）

地元関係者と共に記念撮影をする
（歓迎会）

広 島 県 プ ロ グ ラ ム
（11月３日～６日）

　韓国青年代表団は、11月３日から６日まで、広島県を訪
問した。
　11月３日夜、広島県に到着した韓国青年代表団は、地元
実行委員会による歓迎を受けた。
　11月４日午前中は、地元青年と共に広島平和記念資料
館を見学し、被爆者の遺品、当時の写真や資料等を通じて、
原子爆弾投下による被害や核兵器の恐ろしさに深く思いを
巡らせた。
　その後、平和記念公園内にある原爆死没者慰霊碑と韓国
人原爆犠牲者慰霊碑で献花、黙とうを行った。続いてエディ
オンピースウイング広島に移動しながら、被爆建物（広島
市平和記念公園レストハウスや原爆ドーム）を見学し、原子
爆弾がどのような被害をもたらしたか、被爆後の広島がどの
ように復興してきたか等について説明を受けた。エディオン
ピースウイング広島到着後は、感想をシェアする時間が設
けられ、率直な意見交換が行われた。
　昼食時には歓迎会が開かれ、中村好宏広島県環境県民
局県民活動課長を始めとする地元関係者が参加した。地元
青年からは広島にまつわるクイズ大会が行われ、韓国青年
は広島への理解をより深める機会になった。また、韓国青年
からはダンスパフォーマンスが披露され、大変盛況であっ
た。
　午後、エディオンピースウイング広島のスタジアムツアー
が行われ、スタジアムを中心にした広島中心市街地のまち
づくりについて説明を受けた。

　11月５日、宮島に移動した韓国青年代表団は、厳島神社
を訪問した。国宝・重要文化財である建造物を見学しなが
ら、古くから受け継がれた海上建築の工夫について知る機
会となった。
　その後、宮島内にある廿日市市立宮島小学校・宮島中学
校（宮島学園）を訪問し、中学３年の生徒との交流を行っ
た。
　午後は広島県庁に移動し、山根健嗣広島県副知事を表
敬訪問した。質疑応答の時間には、県内での映画撮影誘致
による観光産業への影響について韓国青年から質問があ
り、広島県の取組や聖地化に寄せる期待についてお話を
伺った。
　夕食にはお好み焼き作りを体験し、広島の食文化に触れ
る時間となった。
　11月６日午前には、叡啓大学を訪問し、地元青年との
ディスカッションを行った。三つのグループに分かれて「私
たちが考える『ヒロシマ』をより世界に発信するためのワ
ンポイント提案！」について意見交換し、まとめを発表した。
ディスカッションを通じ、広島県プログラムで学んだことを
振り返り、理解を深めた。
　広島県プログラムについて韓国青年からは「原爆の被
災地というイメージが強かった広島に対し、新しい魅力を
知ることのできる時間であった」「韓国でも問題になってい
る地方消滅や大都市の人口集中現象について考えるきっ
かけになって良かった」等の感想があった。

地元青年とディスカッションをする
（叡啓大学）
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受 入 感 想 文

　広島県で2024年度の韓国青年代表団を受入れると決
まったとき、実行委員の中でのテーマは『平和』を中心
としながらも、それをどう韓国の青年たちに伝えていく
のかの検討が最初のスタートとなった。ヒロシマにおい
て『平和』というキーワードは切っても切れないもので
あるが、それを若い、しかも海外の青年たちに伝えると
いうのはとても難しいことだと感じた。実行委員会で何
度か話し合ううちに出た答えは平和都市ヒロシマの<過
去～現在～未来>を一つの“街づくり”の視点から見ても
らい、ヒロシマがどう変わっていき、どこへ向かうのか
を見て、聞いて、考えてもらうプログラムとすることに
した。

　当プログラムで特に気を付けたことは単なる平和学習
にしないという点であった。原爆投下の街として捉える
のでなく、戦前の人々が暮らしていた街、戦争で変わっ
てしまった街、そこからの復興、そして平和を願う新た
な街づくりという現在進行形で人々の思いが続いている
ことをこのプログラムでは感じてほしかった。その点で
平和記念公園以外のエディオンピースウイング広島での
ウェルカムパーティーとスタジアムツアー、宮島学園で
の伝統芸能の継承と児童との交流など戦争以外の過去
や現在についても体験できる機会を設定できたことは良
かったと感じている。一方でプログラム中の再確認や調
整も多くあったことから、実行委員会に事務局も参加し
てもらう機会を持ち、当日の進行がさらにスムーズにな
るよう工夫も必要と感じた。
　次に良かった点としては今回の受入れをきっかけに
ローカルユースの開拓ができたことである。広島県青年
国際交流機構（以下、広島県IYEO）のメンバーには学
生はおらず、既参加青年も県外へ流出する傾向がある
ため、今回の受入れでは新たなメンバーの開拓も一つの
ポイントであった。結果として四つの大学からローカル
ユースに参加してもらい、プログラムの準備や当日の対

応まで一連の取組を一緒にすることができた。今回の学
生のつながりに加えて各大学の国際担当者のつながり
は、今後の広島県IYEOの活動の上でも大きなプラスとな
ると感じている。
　実際にプログラムを終えて想像以上に韓国青年がヒ
ロシマという街に興味を持ち今回設定したテーマをくみ
取った上で活動してくれたと感じた。特に最終日に行っ
たローカルユースとのディスカッションでは「今後ヒロ
シマを世界に発信するためのワンポイント提言」という
テーマに対して真剣な意見交換と３グループそれぞれ
違ったアプローチでの提言があり、実行委員が考えたプ
ログラムの思いが伝わっていたことに、この事業の特徴
である言語を越えた交流の感動と少し忘れかけていた再
発見があった。

　最後に今後について、このプログラムの経験をいかに
次の世代につなげていくかが課題であると思う。プログ
ラム全体を作り上げるノウハウだけでなく、メンバー、
行政、大学、そしてローカルユースとのつながりは今回
プログラムを成功させた財産だと感じている。これらの
財産を広島県IYEOとして多様なイベントを企画しながら
国際交流に興味のある青年をどう巻き込んでいくか、難
しい課題ではあるがワクワクする点でもある。次はどん
なことができるのか、広島県の地で色々と検討していき
たい。

韓国青年代表団の受入れを終えて
広島県青年国際交流機構　受入実行委員長　山口　真澄
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徳 島 県 プ ロ グ ラ ム
（11月６日～９日）

藍染について講義を受ける
（四国大学）

ホストファミリーらと交流する
（歓迎会）

阿波人形浄瑠璃を鑑賞する
（阿波十郎兵衛屋敷）

　11月６日、広島県プログラムを終えた韓国青年代表団
は、バスで徳島県に移動した。
　11月７日、韓国青年代表団は四国大学を訪問した。
午前中は徳島県の代表的な伝統工芸である藍染の歴史や
四国大学における伝統工芸保存の取組に関する講義を受
け、理解を深めた。その後、藍染を学ぶ学生に教わりな
がら実際にハンカチの染色体験を行い、徳島県の伝統や
文化に触れた。
　昼食交流会後は、四国大学の学生とともに、災害ボラ
ンティア参加を中心としたキャリア形成に関する講義を受
講した。そのグループワークでは、各々のボランティア活
動の経験の共有や、ボランティア活動の意義についての
意見交換などを行い、交流を深めた。
　その後は、書道文化学科所属の学生が講師となって書
道体験を行った。
　夕方には歓迎会が開かれ、原田敬弘徳島県こども未来
部青少年・こども家庭課長を始めとする多くの地元関係者
が参加した。翌日からホームステイを行うホストファミリー
の発表と交流、韓国青年によるダンスパフォーマンスに
続き、四国大学連（四国大学阿波踊り部）による阿波お
どりが披露され、韓国青年も一緒に阿波おどりを体験し、
大いに盛り上がった。
　11月８日午前、徳島県庁を訪問して徳島県の概要や
魅力の発信について説明を受けた。その後行われた後藤

田正純徳島県知事への表敬訪問では、県の政策や今後の
展望についてのお話を伺うとともに、知事自ら大幅に時間
を延長して質疑応答が行われ、徳島県への関心を高める
又とない機会になった。
　午後には、阿波十郎兵衛屋敷を訪問し、伝統芸能であ
る阿波人形浄瑠璃を鑑賞した。その後、阿波おどり会館
に移動し、展示を見ながら阿波おどりの歴史について説
明を受けるとともに、デジタル技術を活用したおどりや鳴
り物の体験等を通じ、歓迎会で披露された阿波おどりに
ついて深く学んだ。
　阿波おどり会館見学の後には、韓国青年はそれぞれの
ホストファミリーと合流し、各家庭で１泊２日のホームス
テイを通じて日本の家庭と日本文化に触れた。
　翌９日、ホームステイから帰着した韓国青年代表団は、
関西国際空港に向かい、17 時 00 分発の便で帰国の途
につき、９日間の日程を無事終了した。
　徳島県プログラムについて韓国青年からは「地方の小
都市に行く機会はほとんどなかったが、徳島県知事との対
話を通じて地方の小都市が置かれた現状や今後の計画等
について詳しく聞くことができて良かった」「四国大学は私
立学校であるにもかかわらず、伝統を継承するために努
力する姿が印象深く、韓国でももっと伝統文化を大事にし
てほしいと思った」等の感想があった。

後藤田正純徳島県知事と記念撮影をする
（徳島県庁）
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受 入 感 想 文

　徳島県IYEOはコロナ禍を経て数年ぶりの地方プログ
ラム実施となりました。結論として、以前からの地方プ
ログラムと大きなズレはなく、青年たちを迎えるおもて
なしの気持ちが伝わった、彼らの心に残る良いプログラ
ムが遂行でき、満足しています。
　予定していたホストファミリーのうち１家庭が時節柄
体調を崩してしまい、直前に他の家庭に受入れ人数を
増やしていただくお願いをするなどの調整はありました
が、プログラムのメインであるホームステイをつつがな
く終えられたことを嬉しく思っています。１泊ではあり
ますが、青年たちも日本の民家に滞在することができ、
本物の日本の生活を体験する貴重な機会になっただろう
と思います。満足気な帰国に私たちも安堵しました。
　プログラム実施に当たっては、受入れ経験者も多く、
過去の楽しかった思い出に浸りながら楽しみに感じる反
面、緊張感を持ってプログラムの準備ができたと思って
います。日韓交流に精通したメンバーが多く、期待感が
膨らみ、あれもこれも実施したい！と企画案はたくさん
出ました。このプログラムが出来上がるまで様々な難関
がありましたが、韓国青年たちと楽しい交流ができるこ
とに胸を膨らませていました。
　特に、今回の表敬訪問では、徳島県庁に入ったロビー

から県職員の皆さんや県公式マスコットである「すだち
くん」からの拍手による出迎え、後藤田正純徳島県知事
が韓国青年代表団の青年全員に韓国語表記の名刺を渡す
というサプライズからスタートし、和やかな表敬訪問と
なりました。
　また、歓迎会では、訪問先でもあった四国大学生たち
の阿波おどり連「四国大学連」による阿波おどり披露も
おもてなし側のプログラムに入れました。同年代の学生
たちによる本格的な阿波おどりを見て体験していただく
機会になりました。阿波おどりには「踊る阿呆にみる阿
呆 同じ阿呆なら踊らにゃ損々」という有名な掛け声が
あります。共に踊ったことが異文化の理解や生涯の思い
出となることを願っております。
　四国霊場八十八箇所を巡るお遍路さんを『お接待』す
るという精神を持つ徳島県民には、『おもてなし』する
文化が根付いています。今後も『おもてなし×交流』が
実現するようなプログラムを図っていきたいと思ってい
るので、私たちメンバーがもっと密に交流ができるよう
力を借りたいと思っています。
　今回は貴重な機会をいただきありがとうございまし
た。今後とも、よろしくお願いいたします。

徳島県プログラムを終えて
徳島県青年国際交流機構　受入実行委員長　雨宮　紀子

一緒に阿波おどりを踊る韓国青年

韓国青年に名刺を渡す後藤田正純徳島県知事 再会を約束する韓国青年とホストファミリー

四国大学生から阿波おどりを教わる韓国青年
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ホ ス ト フ ァ ミ リ ー 感 想 文

　11月６日から９日までの徳島県プログラムの中、８日
から９日までのホームステイプログラムでホストファミ
リーになった。
　過去の受入時には２泊３日であったホームステイが、
今回は日程の都合で金曜の夕方に迎えに行き、土曜の朝
にはお別れという、とてもタイトな受入であった。
　ホームステイによって、その国の印象を大きく左右す
ることになると感じていることから、自分がそのお手伝
いができるなら、これほど嬉しいことはないと思い、ホ
ストファミリーになった。楽しい日本での１コマ、徳島
での１コマを、私の家で過ごした記憶と共に思い出して
くれたら、この上ない喜びである。また、私は徳島市内
から離れた場所に住んでおり、青年には不便をか掛けて
しまうことは分かっていたが、楽しかったと思ってもら
えるという自信もあった。私の子供たちにとってこれ以
上ない国際交流体験の機会となることも、受入を決めた
大きな理由の一つである。
　今回の受け入れる韓国青年は全員が学生ということ
で、何に喜んでくれるかを考え悩んだ。若い分、流行や
好きなことを取り入れた受入にするか、はたまた地域文
化や名所などを紹介した方が良いのか。事務局の方か
ら、「青年は日本で買い物がしたいけど、ずっとタイト
な時間なので行く時間がない。ショッピングセンターや
お土産屋さんはとても喜んでくれますよ。」と教えても
らったので、帰るまでの道中に買い物に立ち寄ることに

した。日本のキャラクターのグッズを買ったり、駄菓子
屋さんで夜のおやつを買い込んだりしていて、とても喜
んでくれた。「最高に幸せです。徳島も黒川さんも最高
です！」と言ってもらった瞬間、心の中でガッツポーズ
をしてしまった。道中が長いこと、夕方からの受入れで
あることから、買い物に立ち寄ると夕食や名所巡りに支
障を来すこと、私の外国語が非常に拙いことなど、心配
事も多くあったが、まずは心をなでおろした。
　ご飯を食べるときに、近所の人も呼んでパーティーを
した。日本語がとても上手な団員がいたり、翻訳機を駆
使したりしたので、食事中は多岐にわたる話ができた。
アニメや漫画、音楽に関する共通の話題がたくさんあ
り、子供も交えてとても盛り上がった。子供たちも自分
の集めていたアニメのキーホルダーやシールをプレゼ
ントして喜んでもらえたことが本当に嬉しそうで、双方
にとってウィンウィンのようで微笑ましかった。その後
も、みんなでトランプをして大盛り上がりであった。韓
国と日本という異なる国から来た人同士であることを感
じさせない、温かな団らんがそこにはあった。
　国際交流は決して難しいことではなく、相手がどうい
う人なのかを知り、同じ時間を過ごすことで思い出を共
有する、それこそが意義であると感じた。今後も、予定
が合う限り、ホームステイの受入れをしていきたいと心
から思うことができた。

ホストファミリーを引き受けて
黒川　理佳


